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〔作動状況説明〕 

ロボットのティーチング作業時は、次の手順で行う。 

1.メインスイッチを切る。 

2.現場操作ボックスのモードスイッチをティーチ側 

 に切り替え、キーを抜いて所持する。 

3.ティーチボックスを持って柵内に入り作業を行 

 う。 

 

〔危険要因、問題点〕 

ティーチング作業時には、モードスイッチをティーチ

側に切り替えてキーを抜き作業者が所持することにな

っているが、これを忘れた場合、他の誰かがメインス

イッチをいれるとロボットが起動し重大災害を起こす

可能性がある。 

 

 

 

 

〔事故事例〕 

ロボットコントローラーティーチボックス使用時の安全対策 タイトル 
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「安全確認型」システム 

〔安全の保証条件、保証の仕方〕 

柵内でのロボットティーチング作業時にロボットが運転状態にならないことを保証するため、モード切替え

キースイッチのキーとティーチボックスを鎖で結合し一体化することにより、キースイッチをティーチ側に

してキーを抜かないとティーチボックスを柵内に持ち込めないようにする。 

 

〔方式・手段〕 

 ティーチングモード切替えスイッチのキーとティーチボックス本体との鎖による一体化 

 

〔図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔安全対策の説明〕 

チーチングモードスイッチのキーとティーチボックス

本体と鎖で結合する。これにより次の条件が満足され

る。 

①柵内でのティーチング作業を行う時は、モードスイ

ッチをティーチ側にしてキーを抜かないとティーチ

ボックスを柵内に持ち込むことができない。 

②ティーチボックスを柵内に持ち込むとモード切替え

キーも一緒に持ち込まれるため、モードを運転側に

切替えることはできない。 

 

注)ティーチイングモードにおける出力の制限はロボ

ットの制御系で行われており、制御系のフィードバ

ック回路に異常が発生するとロボットは暴走する可

能性がある。すなわちティーチイングモードに切り

替えても出力の確実な制限は保証されない。（ティ

ーチイングモードでは、作業者に「イネーブルスイ

ッチ」を持たせ、危険を感じたらイネーブルスイッ

チでロボットのエネルギーを遮断する、という人に

依存した方法で安全の確保を図っている。） 

〔残存リスク〕 

 予備キーを用いるとティーチング作業中に他者がモードを運転側に切替えることができる。 

 対策：保管責任者を定めキースイッチ及び安全カバーに取り付けた錠の予備キーの管理を厳重に行う。 

 

 

 

 

タイトル ロボットコントローラーティーチボックス使用時の安全対策 
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